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Agnicayamaにおける動物供犠

伊滞 敦子

Agnilcayanaの動物供犠は､人をはじめとする5頭の動物の頭部を切り落とすという物騒

な内容をはらんでいる1｡本稿はその実体はいかなるものか､また､その祭式解釈は黒ヤ

ジェルヴェーダと白ヤジュルヴェーダとの間でどのような違いがあるかを検証し､その結

果をも?て､Agnicayanaの祭式解釈の推移を跡づける一助となさんとするものである2o

2,3SaJPhitaと畠atapathaBrahmaDaとの比較概観

以前Keith3による諸Sa叩血ita及び畠atapathaBrahmapaの対照表を参考にして､

TaittiriyaSarphit豆5･1･l-7に描かれるukha作りまでを､他の文献と共に調べてまとめた0

その結果､黒ヤジュルヴェーダ系3S叩bit豆と由の間には顕著な相違が認められ､更に

3Sarphita相互においても異同が見られ､3Sarphit豆の相互関係は複雑な様相を呈するが､

それぞれ異なる派に属する諸々の畠rautas触a間において､祭式行為の規程及び使用マン

トラとそれが唱えられる順序に殆ど違いが見られないことから､3Sa甲山t豆相互及び3

salpbiほと細との相違軋b血皿apa的解釈の違いを反映していることが確認された40

今回も.Keithによる対照表に従い､血豆作りに続く動物供犠をテナマとする部分を検討

する5｡扱う文献は以下に示す通りである｡

黒Y毎urveda

TaittiriyaSalphita(TS)5･1･8,5･5･1･1-5

KathakaSaiPhita(KS)19･8-9,20･8

Maitr豆ya埠iSarphita(MS)3･1･10,3･2･7

白Y毎uⅣeda

gatapathaBr豆hmaqa(SB)3･1･3･1-2,6･2･1･1-39,6･2･2･1-40

先ず内容に触れる前に一見して言えることは､動物供犠を収録する部分が一カ所にまと

まっていないということである｡この点はuk血豆作りに関する記述と異なる60内容的には､

TSとKSの間にかなり共通する部分を見出すことが出来るが､KSが2カ所にわたって収

録されており､KSの内容に合わせてTSを再構成すると､おおよそ5･1･8の中に5･5･1･1-5

が割り込む形となる｡またMSも2カ所に分断されており､KSと共通する内容を多少含

むが､かなりの部分が独自の内容を持つ｡この様に､概観した限りでは3S叩血t豆は足並

みが揃っているとは言いがたい｡また､岳Bにおいては当然ながら先の3者との相違点を

見出すのは極めて容易である｡この点については､後に1項を設けて論述する0
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3.岳rauta s融1･aに見る動物供犠

この様に､一見して記述箇所にばらつきが見られる動物供犠の全容を把握するに当たっ

て､先の4文献のみでは到底困難を極めることが予想されるので､以下の､岳rautas融raを

参照する｡

Baudh豆yana岳rautas5tra(BSS)10.9-12(TSと同派)

M豆nava岳rautas融ra(MSS)6.1.2.23-6.1.3.19(MSと同派)

Katy豆yana岳rautas融ra(KSS)16.1.5-45(岳Bと同派)

これらにおいても､tlk血豆作りの箇所とは異なり､共通要素が多いとは言えず､また祭式

手順も異なっているため､3者をまとめて式次第を抽出するのは困難であるが､共通部分

を抜き出すと大略以下の通りである7｡

①人の頭部を調達する｡

②それを蟻塚と豆により清める｡

③ヤマ神への歌を歌いつつ､頭部に粘土を塗る｡

④5頭の動物を殺して捧げる｡

⑤溶かしバターを注ぐ｡

⑥動物の頭部の周りをたいまつを運びつつ廻る｡

⑦清めの儀式にてAgniとV如u用の11かわらけに盛られた聖餅､Åditya連用のバター

で煮た粥､Agnivai畠Ⅴ豆nara用の12かわらけの聖餅を撒く｡

うち①と④に関して､･各自rautas融raの記述が相互に異なる｡まず①人の頭部の調達に

ついて､B岳Sは戦場で殺されたヴァイシヤと馬の頭部を使うようにと指示し(B岳s10.9)､

M岳sには稲妻か矢で死んだヴァイシヤかクシャトリヤから打ち落とした頭部を運んで来

るようにとあり(M岳S6.1.2.23)､両者に共通して言えることは､人命に関して直接手を下

さないということである｡それに対して､K貞Sには人をヴァイシヤかクシャトリヤと限定

した上で､囲いの中で殺し､首とナイフの間にダルバ草の菓をあてて頭部を切り落とす､

といった生々しい表現が見られる(K岳s16.1.17-18)｡

次に､④5頭の動物を殺して捧げることに関しては､岳rautas5tra間で異なるばかりで

なく､同じ岳l･autaS融raの中でも幾つかの選択肢が設けられており､不鮮明な印象は拭え

ない｡M岳sでは5頭(ブラジャーパティの為にヤギを､アグニ､願望の為に馬､牛､

羊､ヤギ)全てを捧げるか､後の4頭の動物は外に放してそこで殺し頭部を切り落として

から､胴体と舌を水たまり(血ada)に投げ捨てて8､プラジャーパティの為のヤギのみ

で祭祀を完了させるか､或いは､ヴァーユの為に5頭全てか角なしの白ヤギのみかを捧

げる(M岳S6･l･3･1,8,10,11,12)｡B岳Sははじめにヴァーユへの動物供犠を行うと告げ､賭博

をし牛､羊､雄ヤギを煮ると述べる(B岳SlO.9)9｡K岳sの記述はこの点に関して更に揺れ

動いている｡以下に該当部分を抜き出して示す｡

アグニ諸神､願望に動物､即ち､人､馬､牛､ヤギ､羊を捧げる(K岳s16.1.8)｡
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ヤギを実際に使用するので清める(16.1.15)｡

或いは､特定されていないので全て清める(16.1.16)｡

4頭の胴体は水の中に投げ入れる(16.1.19)｡

その場所からレンガを作るための土と水を採取する(16･1･20)｡

雄ヤギを献供する(16.1.21)｡

ある師達によると､5頭全てを火に献供する(16.1.23)｡

(SB6･2･1･13)に､残りを投げ捨てた所から土と水を採取するために､1頭のみ献供する､

とある(16.1.24)｡

犠牲獣の頭部を､皮と脳を取り除き溶かしバターを塗ってから置く(16.1.30)｡

或いは､そのままの形で(16.1.31)｡

他のものでも良い(16.1.32)｡

本物の頭部が手に入らなければ､金か土で作った物でよい(16.1.33-35)｡

或いは､1頭のみでも良い｡即ち､ブラジャーパティ用の角なしの黒ヤギ(16,1･36)｡

或いは､ヴァーユに肉付きの良い自ヤギを献供し､2つの詩節のみを挿入するのでも

よい(16.1.41)10｡

このK岳sについては､岳Bを論ずる際に逐次言及する｡

4,3Sa叩bit豆における動物供犠

ここで､3.でまとめた①～⑦目安としてTS,KS,MSを詳しく見てみると､次の様な表

が出来る｡

表1)
_

TS KS MS

① × × ×

② 0 0 ×

③ 0 0 ×

④ 0 0 0

⑤ ○ × ×

○
… 記述あり

× … 記述なし

⑥ 0 0 0

⑦ 0 0 0

先ず第一の特徴として､岳rautas5traでは内容にばらつきが見られた①と④について､3

者が一致している点が上げられる｡①人の頭部の入手に関しては､3者共一切言及してい

ない｡④5頭の動物を殺して捧げることに関しては､

アグニ諸神に願望に動物を捧げる｡火を持って周囲を巡った後､それら動物をを放つ(TS

5.1.8.2,KS19.8,MS3.1.10)｡

プラジャーパティ の為の動物(MSでは1頭の動物)のみで祭式を終わらす(TS5.1.8.2,KS

19.8,MS3.1.10)｡
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ヴァーユの為の白い角なしヤギ(MSでは動物､KSでは角なしヤギ)は全ての獣の代わ

りに捧げる(TS5.5.1.1,KS19.8,MS3.1.10)｡

という3点を､3者共口を揃えて簡潔に述べている｡

以上のことから､人の頭部を含めて､動物の入手方法(殺し方)について沈黙を守ると

いう態度を取った結果､極めて簡潔で一致する内容となったと考えられる｡

これに関連して気づくのは､3者共頭部を保持することの意味や重要性について全く言

及していないことである｡また､表1で明らかな様に､TSとKSは②③即ち､人の頭部

を蟻塚と豆により清めることや､ヤマ神への歌を歌いっつ､頭部に粘土を塗る作業に触れ

るが､MSは言及しない(TS5.1.8.1-2,KS20.8)｡①から③までは全て人の頭部に関する記

述である｡MSと同派の岳rautas5traであるM岳sは①から③に触れているので､この両

者の違いは注目に催する11｡

この様に､MSで特に顕著であるが､3者の特徴として頭部についての無関心な態度が

上げられる｡

5.畠Bにおける動物供犠

次に貞Bに目を転じて表1に組み込むと､以下のようになる｡

表2) TS KS MS 岳B

① ×

② ○

③ ○

④ ○

⑤ ○

⑥ ○

(診 ○

× × ×

○ × ×

○ × ×

0 0 0

× × 0

0 0 ×

0 0 0

厳密にはやはり①から③までに触れていないが､6.2.1.18で動物を殺し捧げる順番に言

及する｡即ち､先ず第一の動物である人を､次に馬､牛､羊､ヤギの順に殺し捧げる｡更

に次の6･2･1･19では､動物達を祭柱に縛る縄についてしるされている12｡②③について

は､そもそも同派のK貞Sでも述べられておらず､代わりに以下の様な記述がある｡

犠牲獣の頭部を､皮と脳を取り除き溶かレ1ターを塗ってから置く

(K岳S16.1,30)｡

或いは､そのままの形で(16.l.31)｡

他のものでも良い(16.1.32)｡

K岳sは引き続き､本物の頭部が手に入らなければ､金か土で作った物でよい(K岳s

16･1･33-35)､とするが､細は他の方法(動物供犠以外の方法)で殺した動物や金や土で

作った代用物の使用を禁じ､できる限り5頭の動物を捧げること､しかしこの頃はプラジ
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ヤー十干ティの拳のヤギと､ヴァーユの為のヤギの2頭だけしか捧げない､と述づる(由

6,2.1.37-39)1占｡

この様に､K岳sは人の頭部の扱いについて曖昧な指示を下し､畠Bに至っては全く言及

しないという特徴が見られる｡また､動物の入手についても､K岳Sはいくつもの選択肢を

設け､しかもそれが一畠Bによって悉く否定されるという両者間における不一致が生じてい

る｡雫に同じ岳Bで､実際にヤギを捧げることに関して､この動物に全ての動物の姿が

ある｡1角なし髭は人の姿｡角なし覧は馬｡8つのひずめは牛｡ひずめは羊のそれに似てお

り､ヤギはヤギ｡これを捧げれば全ての動物を捧げたことになる｡(捧げるのは)5頭全

部でも､プラジャーパティの為の(ヤギのみ)でも､ヴァーユの為の(ヤギのみ)でも

よい(SB6.2.2.15)14｡と､6.2.1.39と矛盾する表現が見出される｡

動物の入手方や人の頭の扱いに対する､白ヤジェルヴェーダ系の歯切れの悪い態度は､

殺し方についてはしかし一転する｡先に見た様に､岳Bでは動物を殺して捧げる順番や使

用する縄について言及しており､K畠sは人をヴァイシヤかクシャトリヤと限定した上で､

囲いの中で殺し､首とナイフの間にダルバ草の菓をあてて頭部を切り落とすと明言する｡

6,岳Bの特徴

最も顕著な特徴として上げられるのは､全体的にブラジャーパティの神話の形で語られ

ている点である｡この特徴はu比良作りを記述する部分においても顕著であった｡プラジ

ャーパティ神話が採用されているのは､以下に上げる内容を述べる場合である｡

1)5頭の動物を捧げるに到る経緯(畠B6.2.l.l-6)｡

2)頭部を切り離す行為とその理由(6.2.1て)｡

3)頭部を置いて､レンガで祭壇を積むことで頭と胴をつなげる(6.2.1.8-11,13)｡

4)s豆midheni,Åpriという詩節について(6･2･1･25,31)｡

5)ヴァーユのための白い角なしヤギの由来(6.2.2ふ7)｡

6)犠牲獣がヴァーユの為で祭餅(pa如purod豆ぬ)がプラジャ∵パティの為である理由

(6･2･2･,1､2)｡･

この中で､.2)と3)は頭部と胴体に関することで､更に詳しく内容を紹介する｡

吉祥(如)は頭部にあると考えて､頭部を切り離し置く(自身にまたは祭壇に)｡残り

の胴は水に浮かせ､雄ヤギ(を捧げる｡こと)で祭式を完結させた｡動物供犠を行った後で

プラジャーパティはまだアグニの終わりにたどり着いていないことを知った(6.2.1.7)｡

胴体を探そうと考えて､胴体を投げ入れたその水と泥を集めてレンガを作った(6.2.1.8)｡

そのままでは死骸であって､悪から離脱できないと考えて､それを火で焼いて不死(am印a)

にした｡火で焼かれた祭式の食物は不死(甘露)なので(6.2.1.9)｡

動物を捧げてから(i郎Ⅴ豆)それらを見たのでi亭t水元(6.2.1.10)｡

吉祥は動物の頭部｡胴体は祭壇の5層｡頭部を置いて祭壇を積むことで､胴体と頭部を
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結合させたことになる(6.2.1.11)｡

残りの部分を投げ捨てた所から土と水を集めて来る為に､1頭のみ捧げる(6.2.l.13)15｡

この部分とその前の6.2.1.1-6で動物供犠の意味と目的が語られていると言っても過言

ではなく､内容的に最も重要な部分である｡また紙面が費やされている量から見ても､岳B

がこのテーマに重点を置いていることは明らかである｡

次に量的にも多く重要視されていると見られるのは､5)と6)でどちらもヴァーユの為

のヤギに関する記述である｡以下のその内容を示す｡

次に一連の馬を御するヴァーユ(v豆yuniyutvat)の為に捧げる｡白い髭の(ヤギ)｡プラ

ジャーパティは生類を創出した時､それを見て喜びのあまり精子をこぼしてしまった｡そ

れが白い角なしの髭の雄ヤギ(由a)になった｡精子は精髄｡精髄だけアートマンがある｡

それを捧げるとアグニの終わりにたどり着く｡白｡精子は白いので｡角なし｡精子は角な

しなので｡ヴァーユの為に｡ヴァーユはプラーナなので｡niyutvatの為に｡niyut はウダ

ーナなので｡この様にプラーナとウダーナを彼に置く(6.2.2.6)｡

何故白で角なしか｡神々が瓦解したブラジャーパティを復元した時､この犠牲獣によっ

てプラーナを彼の中に入れた｡ヴァーユの為に｡ヴァーユはプラーナなので｡niyutvatの

為に｡ウダーナなので｡白で角なしなのはヴァーユがそうだから(6.2.2.7)｡

犠牲獣がヴァーユの為で､paiupurod豆iaがブラジャーパティの為なのは何故か｡神々が

瓦解したブラジャーパティを復元した時､この犠牲獣によってプラーナを彼の中に入れた｡

paiupuroda畠aにより胴体を復元した｡何故(paiupuroda畠aが)ブラジャーパティの為かと

いうと､胴体はブラジャーパティなので(6.2.2,12)16｡

このヴァーユの為の白ヤギは､5頭全ての代わりとして捧げられる程重要な役割を担っ

ている｡ここでは､角なしの白ヤギをヴァーユの為に捧げることで､瓦解したプラジャー

パティにプラーナを吹き込んだと述べるが､同Br論ma坤aはukh良作りの箇所においても

プラーナに度々言及し､プラーナを重要視する姿勢を見せており､ここでもそれが指摘出

来よう17｡

総じて､貞Bは重要な点についてブラジャーパティ神話の形でその意義や由来を展開さ

せるという特徴が見られる｡

では､この点3SaIpb鵡はどうであろうか｡

先ずブラジャーパティの神話に関しては､ほとんど関心を示しておらず､わずかにTS

5.1.8.3に豆匹iという詩節について､ブラジャーパティが生類を創出し空となり､豆priを

見てそれらで頭から自身を満たしたをいう記述が見られるのみである｡

次に､先に上げた1)から6)までを検証してみると､1)と6)についての畠B様に理

由や経緯を述べている箇所は見あたらない｡4)については先述した｡また､それ以外の

項目については､全く触れておらず､従って､頭部の重要性についての言及はなく､水の

中に胴体を投げ入れるという行為も胴体と頭部の結合という概念も見出せない18
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7. まとめ

黒ヤジュルヴェーダ系岳rautas融raは､人の頭部の入手について具体的に呈示するが､

それは戦場で殺されたヴァイシヤと馬､或いは稲妻か矢で落命したヴァイシヤかクシャト

リヤから打ち落とした頭部を使用するという内容であった｡他方､畠BとK岳Sは入手方法

について然しているが､殺し方について具体的に叙述し､実際にこの祭式の為に人をあや

めた事実を示唆する｡

この様な違いは何を意味するのか｡殺す行為のみに関心を示す白ヤジュルヴェーダの態

度は､かえって､その行為が過去のものであり､それ故安心して話題にしているという印

象を与える｡それに対して､黒ヤジュルヴェーダの記述はより穏当で信憑性に富んでいる

だけに､この方法が､人の頭部を得る為の1つの方便として実際に通用していたことを窺

わせる19｡

この点を裏付けるのが､人の頭部の清め等の行為に対する各文献の扱いで､TSとKSは

人の頭部を蟻塚と豆により清めることや､ヤマ神への歌を歌いつつ頭部に粘土を塗る作業

に触れ､KSとMSは黄金による頭部の清めを説くのに対して､岳Bはその点に全く言及

しない｡即ち､岳Bにとっては人に頭部の清めの行為は既に関心の対象ではなくなってい

るのである｡このことは､その時点では本物の頭部を使用しなかったことの証左となる可

能性を秘めている｡

それに関連して､K畠sが本物の頭部を調達出来なければ､金か土で作ったものや､動物

供犠を行わずに得たものを使うことを許可しており､貞Bはこれを否定するが､このK岳sの

説は実際に採用されていたことが予想される20｡では､何故畠Bはこれを否定するかと言

えば､祭式で本物の頭部を使用すると印象づける為であり､頭部を使用することの重要性

や頭部の意味するところを説くこと､頭部と胴体の結合と言った概念をより効果的に示す

のに必要だったからであろう21｡また､この概念は､瓦解したブラジャーパティの体の復

元という貞Bに特有と言われる思考の反映と考えられ､実際にこの思考は今回扱った部分

に明示されている(SB6.2.1.25,31,6.2.2.7)22｡

今後は､他の箇所に散見される頭部に関する記述を収集し更に検討を加えていく予定で

ある｡

(略号および使用テキスト)

BgS Baudh豆yanaSrautaS5trainAgni.TheVedicRitualoftheFireAlter,Vol.2.Ed.by

FritsStaal.Berkeley1983.

KS K和haka,die Salphita derK豆!ha-S5kh豆.Herausgegeben vonLeopoldvon Schroeder.

Wiesbaden1971.
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Katy豆yanaSrauta S5tra.Tr.byH,G.Ranade.Pune1978.

MaitrayapiSaqlhit豆,dieSaqlhit豆derMaitr豆yapiya-Sakh豆･HerausgegebenvonLeopold

VOnSchroeder.Wiesbaden1972.

M畠s M豆nava岳rautas融rabelongmgtotheMaitrayaQiSaJPhita,Vol.2.Tr.byJ.M.

Gelder.SriGaribDassOrientalSeries,No.31.Delhi1985.

gB The Sat叩atha B血皿aqainthe Madhyandina-Sakhawithextracts舟om the

TS

COⅡ皿entariesofS豆yaQa,Harisv豆minandDvivedaganga･EdbyAlbrechtWeber.The

ChowkhambaSanSkritSeries96.VaranaSi1964.

DieTaittiriya-Sa叩hita･ZweiterTheil･HerausgegebenvonAlbrechtWeber.hdische

Studien12.Leipzlg1872.

(注記)

1後にその頭部を火祭壇となる5層レンガの第1層の中央に据える｡

2

黒ヤジュルヴェーダ系のSaI如it豆では祭主が鷹(≦yena)の形の祭壇を築くことで､

この鷹に乗って天上界に到達することを目的とするのに対し､白ヤジュルヴェーダ系の

由では祭壇を築くことで､世界創造の為に自身の体を分解したプラジャーパティの体を

復元させることを目指す｡ブラジャーパティとアグニと祭主は対応関係にあり､ブラジ

ャーパティが復元されることで祭主は不死となる｡

gBに描かれるAgnicayana祭式解釈のこの最大の特徴は､主に黒ヤジュルヴェーダ系の

S叩b鵡との対応箇所を持たない部分に見出される(6.l.2.12,6.1.2.21,6.1.2.36etc.)｡本稿で

は､実際に3S叩山t豆と畠Bが対応する箇所で､このことが反映されているのかどうか､

反映されているならばいかにかを検証する｡
3

cfKeith[1967]xlvii-lxvi.
4

cfIzawa[2000】.
5 由では動物供犠の方がu血豆作りよりも前に収録されている｡

6
以前に使用したu血豆作りに関する記述の収録テキストと箇所は以下の通り｡

TaittiriyaSamhit豆 5.1.1.1-5.1.7.4

K融bakaSa皿bit豆18.19-19.7

Maitr豆y叩iyaSamhit豆 3.1.1-3.1.8

SatapathaBr弘mapa 6.3.1.1-6,5.4.17

7

ここでは3つの主要献供(Ⅵ申ahoma,Paiupurod誠血oma,havirhoma)やparyagnikarapa

等､通常のPa5ubandhaで行われる祭式行為については扱わない｡Cf井狩【1976].

8

後にこの溝の中から採取した水と土を材料にしてレンガを作る｡
9

cfHeesterman[1967]34.

10KSS16･1‥agnibhyal}k豆mayapuru弼VagO,vyqjan/8/句aSya畠皿dhatipracarapayogat/15/
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sarve亭豆rp vavi畠e?at/16/catur申m apsuk*aprasanam/19/t?tO mrdistak豆rthap草色ca/20/句ena

carati/21/sarpsthitetasya孟e$aP埼Sanam/22/sarvaireke/23/ekasy豆pikirp
tatahsambharediti

iruteh/24/tva血皿aStiskoddhrtanighrtakt豆ni抽豆叩Sinidadh豆ti/30/sakalaniva/31/any豆niva/32/

hirapyamayamVamrnmayanlV豆an豆1abhyait豆n/33-35/畠y豆mat5parov豆p埼j豆patyal1//

11同派のSalphit豆やBrahmapaと岳rautas5traは必ずしも内容が一致するとは限らず､

両者は叙述の目的を異にするので､後者による規定が前者に含まれていなくても不思議で

はないが､TSとKSの②③への対し方から推して､MSがこれを収録しないのは奇異で

ある｡C£辻【1982]7-8.

12 貞B6.2.1.18:Puru?aIpPrathamamalabhate/puru!Ohiprathamal1Pa緬namathaiva甲puru!aJp

hyanVa呈vo,thagama畠vaIphyanugaurathaviIpg豆叩hyanvavirat鴫amaviqlhyanv叫aS

tad enan yathap5rva叩yath豆畠resthamalabhate//

SB6.2.1.19:te$豆rp vi亭am豆ra畠an弛syub/puru$aSyaVarSisthathahrasiyasy athahrasiyasitad

yathar疏paIpPaSunaqlra畠an弛karotyapapavasyas豆yasarVaStVeVaSam弛Syubsarv弛sadriyah

sarvehyetesam弛SarVeSadr畠aagnayohyucyante'nnamhyucyantetenasam豆StenaSadr臨h//
13 岳B6.2.1.37-39:taddhaike/ityevait豆nipasuslr$aqlVitvopadadhatyubheyenaitepasvaiti

te ha te marty弛kuDaP弛SambhavantyanaPritanihit豆nitad
dha tath豆亭豆4hebsauiromate

yasyopadadhuhsahak?ipraevatatomamara/37/hiraDmayanyuhaikekurvanti/amrtestak豆iti

vadantas taha t豆anrte!takanahit豆nipaiuiir!ani/38/mrnmay豆nyuhaikekurvanti/utsann豆

v豆etepasavoyadvaiki負cotsannam1ya叩taSyaSarVaSyaPratisth豆tadyatraitepa如ⅣOgataStata

enan adhisambharamaitinatath豆kury豆dyov豆ete$am
aVrtarP Cabr弘mapaIp CanaVidyat

tasyaltautSann弛syubsaetan evapancapa血alabhetay豆vadasyavaiahsyatt豆nhaitan

prqjapatihprathamaalebhe畠yaparqabs豆yakayano'ntamo'thahasmait豆nevantarepalabhante

,thaitarhimau dvav
evalabhetepr*5patya畠cav豆yavyas catayor ato br豆hmaqamudyate/39/

14 gB6.2.2.15:yadvevaitarppasumalabhate/etasminhapas肌ISarVe写豆rppasunaJPruPaIp

yatt5parolapsuditatpwu亭aSyar5parp申parohilapsudipuru$Oyat申parahkesarav豆nstada畠vasya

rBpa叩t申parohikesaravanaivoyada植aphastadgor5pama$taiaphohigaurathayadasy豆ver

ivaiaphastadaver申palpyadqjastad毎asyatadyadetamalabhatetenahaiv豆SyaitesarvePaSaVa

alabdhabhavanty atOyatamadasyakarmopakalpetaitev豆pa丘capasvae$aV豆p頑apatya
e亭a

V豆nlyutVatiyal)//

15 畠B6.2.1:Saaiksata/yavaiirirabhyadhy豆sisamimastah抽$aSuhanta畠ir卸yevopadadh豆

itisa $ir卸y evQtkrtyop豆dhattathetar卸ikusindh豆ny apsu praplavayad ajena yqna叩

samasth豆payannenmeyqj丘ovikT$tO,sadityatm豆Vaiya丘onenme'yam豆tm豆vik瑚0'sad

ltyetenaPaStme亭tVatatpr癖patirapaiyadyathaitasy豆gnerantalpnaParyait/7/saaiksata/yam

imam 豆tmanam apsu prapiplavap tam anvicchanititam anVaicchat tad yad e亭豆m apsu

pr亭ViddhanaqlPratyati$that t豆apab samabharad atha yad asy豆rp tarp prdarp tad ubhayarp
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Salnbhrtyal叩dar?C云pa貞ce亭!ak豆m akarottasm豆detadubhayamistak豆bhavatimrcc豆paica/8/

Sa aiksata/yadiv豆idamittham eva sad 豆tm如am abhisa叩Skari亭ye martyah kuqapo

'napahatap如血豆bhavi亭y豆mihantaitadagnlnapaCanititadagnlnaPaCattadenadamrtamakarod

etadvaihavir arnftar?bhavatiyadagnlnaPaCantitasm豆dagnlneSt止弛pacantyamrt豆evainas

tatkurvanti/9/tadyadistv豆pa≦血apaiyat/tasm豆distakastasrn豆di$tVaivapa孟皿eStak豆kury豆d

anistakahat豆bhavantiy弛Pur豆paiohkurvantyathohatadanyadeva/10/tady豆Stahiriyab/

etanit豆nipaiu貞ir亭如y atha y豆nitanikusindhanyetas t弛pa丘ca citayas tad yatpaiuiir?aqy

upadhayaciti畠cinotyetairevatacchir亭abhiret豆nikusindhanisandadhati/11/taddhaika5hubJ

atravaitaihsarvaibp痴ubhiry如etayadv豆etairatrasarvaihprqj卸atirayak$yatatadev玩gnerantar?

Paryal亭yattadyadaitairatrasarvairyqetatadv豆gnerantarPpariy豆ditinatathakury豆ddev5n豆r?

tadit豆diy豆dathopathastadiy豆dathoki叩tatahsambharedet加iv豆etatkusindhanyetaicitib

Sambharatitasm豆t tath豆na kury豆t/13/

16 岳B6･2･2‥athaitarp v豆yavemiyutvate/iuklaJP t5param豆1abhate pr頑atib pr

Sr!tVanuVyaiksatatasyaty豆nandenaretahpar5patatso'jah如klas鱒parolapsudyabhavadraso

Vairetoy豆v豆nuvairasast豆vanatm豆tadyadetamalabhatetadev豆gnerantar?paryetiiuklo

bhavatiiukla叩hiretast5parobhavatit5paramhiretov5yavebhavatipr豆QOValVayurnlyutVate

bhavatyud豆novainiyutabpr豆pod豆navev5sminnetaddadhati/6/yaddevaitalpVayaVeniyutvate/

≦uklalp t5paramalabhatepr癖Patimvisrastap yatra dev弛samaskurvant Sa yO,smatpr如O

madhyataudakr豆mattamasminnetenapaiunadadhustathaiv豆Sminnayametaddadhativayave

bhavatlPr豆頑ValVayurniyutvatebhavatyud如OVainiyutahpr叫Od豆nav6VaSminnetaddadhati

iuklo bhavati点uklohiv豆yus t5parObhavatit5paro hivayuh/7/

17

ukh良作りの箇所においても､岳Bは重要視する部分ではmanaSやprapaが頻出する｡

例えば､一'tatv豆yasavit豆dhiya‖というマントラ解釈で､サヴィトリ神をmanaSにdhiya(dhi)

をpr如aに(SB6.3.1.13)､また､一一yuktv豆yasavitadev豆n一.というマントラ解釈で､サヴイ

トリ神をmanaSに神をpr豆paに置き換えている(SB6.3.1.15)｡1CfIzawa[2000]1147.

18‥但し､M岳S6.1.3.11に､胴体と舌を水たまりに投げ捨てる､とある｡ここで､青も

投げ捨てるというのは独自の見解である｡一般的な動物供犠においては､舌以外の頭部は

使用されない｡即ち､胴体と舌が使用されるので､この点との関連が考えられる｡CfSchmidt

【2000】19.
19

この入手方法に妥当性があるということ以外に↓Mab豆仙釦ぬにおいて戦場で絶命せ

られたクシャトリヤは天界に到るということや､武器によって光れるということは､それ

によって清められたことを意味するという思考が表明されているという事実を考慮に入

れる必要があるo CfHara,Minoru1.ApsarasandHero"l未刊(JoumalofIndianPhilosophie,

Vol･29【2001]に掲載予定)｡原 資博士の御厚意により参照させて頂いた｡ここに謝意

の意を表する｡
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20

B岳S22.2;119.9も金か土で作った頭部について言及する｡

21岳B6.2.1.37は他の方法で頭部を得ることをよしとしない｡この場合の他の方法の中に､

戦場で光れたクシャトリヤの頭部を採取する事が含まれているか定かではないが､犠牲と

なる動物は動物供犠によってなだめられる(豆prita)必要があることが強調されている｡

22gB6.?.1.25:….Prqj豆patiIpVisrastapyatragnibsamadadhattam abravidy豆matsammit弛

Samidhenyas tabhir ma samintsveyi//

アグニが瓦解したブラジャーパティを復元すると､ブラジャーパティは言った｡

｢s豆midheniは私と等しい｡それで私に火を付けよ｣と｡

岳B6.2こ131∴…Pr癖patir?Visrastarpyatragnihsamadadh豆ttamabravidy豆matsammit弛如rlyaS

tabhir m玩Pri埠ihiti//

アグニが瓦解したプラジャーパティを復元すると､プラジャーパティは言った｡｢豆priは

私と等しい｡それで私をなだめよ｣と｡
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TheAnimalSacr摘ceoftheAgnicayana

IZAWA,Atsuko

ItisreportedthatintheanimalsacrinceoftheAgnlcayana,Bveanimalsincludingamanarebeheaded.

InthispaperwedealwiththebrahmaDicinterpretationoftheanimalsacri丘ce,uSlngthefo1lowlngeight

BlackYqiurveda:乃utirb}aSdlPhitd5･1･8}5･5･1･1-5;KathakaSbmhita(KS)19･8-9,20･8;肋itr&api

&叩動橋(MS)3･1･10,3･2･7;β助成如〝〟励加わ∫房加(BSS)10･9-12;焔〝〟V〟血〟′β威加(MSS)

WhiteYqjurveda:血坤athaBrdhmapa(SB)3･1･3･ト2,6･2･1･1-39,6･2･2･1-40;Kao)卸anaAYlutaShtra

(ⅩSS)16.1ふ45.

First,WeglVeanOutlineofthissacrificebystudyingthethreeSrautaS5tras,and血dthattheydi飴r

&omeachotherintwoimportantmatters,namely,(1)howtoobtainahumanheadand(2)whichandhow

manyanimalsareactual1ysacri丘ced.

Second,theSaIphit豆SareeXamined,refbrringtotheabove-mentionedoutline･ThethreeSaIphit豆s

Sharesimi1aritiesinthetreatmentofthetwomatters･Theydonotmention(1)andgivealmostthesame

instructionsfor(2).

Third,thegBisexaminedinthesameway･Asregards(2),thegBrqiectsthealternativeswhichthe

K岳Ssuggests･The岳Bdoesnotmention(1)andthepur血ationofthehumanhead,buttalksabouta

Orderforkillingthevictimsandabouttheropewithwhichthevictimsaretiedtothesacrificialpost.The

KSSalsomentionstheropeandexplainshowtoki11ahumanvictim.

Fourth,WeShowthecharacteristicsoftheSB･Ittendstoexplaintheanimalsacri鮎eintheformofthe

Pr癖patimyth,andte11sthereasonwhytheheadsarekeptandthebodiesarethrownawaylntOthewaters

andshowstheconceptofunitingthetrunks(the丘velayersofthefirealtar)withtheheads.InthegBa

SaCri鮎er piles up the Rre altarto restorepr癖Pati,Who created theworld throughhis own

dismemberment･TheheadandtrunkconceptlSSurelynotirrelevanttothispurpose･

ThefactthattheWhiteYqiurvedaisinterestedonlyintheactionofkillingsuggeststhattheactionwas

notcarriedoutanymoreatthattime･SOthatitwasasafbtopic･Onthecontrary,thewayofobtainingthe

humanheadindicatedbytheBlackYかrvedaseemsproperandreliable,andsoitissafbtosaythatthis

methodwasreallyaccepted･Evidenceofthiscanbederived&omthefactthattheSBdoesnotmention

thepuriBcationofahumanheadatal1･ThismeanstheSBhasnointerestinthematter.Giventhatatthe

timeoftheSBrealheadswerenotused,WemightaskwhytheSBrqiectstheuseofcounterfeitheadsof

goldorclay･ItcouldbethattheSBfocusesattentionontheimportanceandmeanlngOfusingahead,and

itmayhavebeene飴ctiveforthistoglVetheimpressionthatrealheadswereused.
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